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江
戸
時
代
の
元
禄
年
間
に
大
阪
で
傑
出
し
た
文
化
人

と
い
え
ば
、
近
松
門
左
衛
門
と
並
ん
で
井
原
西
鶴
が
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
浮
世
草
子
・
人
形
浄
瑠
璃
作
者
で

俳
人
と
し
て
知
ら
れ
た
井
原
西
鶴
は
、
本
名
が
平
山
藤

五
と
い
い
、
１
６
４
２
年
（
寛
永
19
）
大
阪
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
15
歳
の
こ
ろ
か
ら
文
芸
の
道
を
志
し
、
諸
国

を
渡
り
歩
い
た
あ
と
、
西
山
宗
因
門
下
で
俳
諧
を
学

び
、
１
６
８
０
年
（
延
宝
８
年
）
に
は
生
玉
神
社
南
坊

で
、
１
昼
夜
ぶ
っ
通
し
で
４
千
句
を
詠
み
、
さ
ら
に
１

６
８
４
年
（
貞
享
元
年
）
に
は
住
吉
大
社
で
一
昼
夜
に

２
万
３
５
０
０
句
を
詠
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
俳
諧
か

ら
、
浮
世
草
子
（
小
説
）
へ
と
転
向
し
、
１
６
８
２
年

（
天
和
２
年
）
に
発
表
し
た
『
好
色
一
代
男
』
が
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
草
子
作
家
と
し
て
の
地
位
も
獲
得

し
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
『
日
本
永
代
蔵
』、『
世
間
胸
算

用
』
な
ど
鋭
い
観
察
と
奔
放
な
筆
致
で
新
天
地
を
開
き

ま
し
た
。
52
歳
を
迎
え
た
１
６
９
３
年
（
元
禄
６
年
）

大
坂
鑓
屋
町
の
草
庵
で
没
し
ま
し
た
。
そ
の
辞
世
の
句

は
『
人
間
50
年
の
究お

わ

り
、
そ
れ
さ
へ
我
に
あ
ま
り
た
る

に
、
ま
し
て
や　

浮
世
の
月　

見
過
ご
し
に
け
り
末
二

年
』
と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
天
王
寺
区
に
あ
る
生
国
魂
神
社
の
境
内
に
銅

像
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３

丁
目
の
交
差
点
を
少
し
南
へ
下
っ
た
東
側
、
谷
町
筋
に

面
し
た
と
こ
ろ
に
「
井
原
西
鶴
終
焉
之
地
」
と
辞
世
の

歌
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
墓
は
向
か
い
側
に
あ

る
誓
願
寺
。
毎
年
の
９
月
に
は
「
西
鶴
忌
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
西
鶴
の
名
前
は
、
と
き
の
５

代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
が
娘
の
鶴
姫
を
溺
愛
す
る
あ
ま
り

に
出
し
た「
鶴
字
法は

っ
と度
」（
庶
民
に
は
鶴
の
字
の
使
用
を

禁
止
し
た
）に
因
ん
で
い
ま
す
。
西
鶴
の
反
骨
精
神
が

よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
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井
原
西
鶴
と
生い

く

た

ま

国
魂
神
社

天王寺区生国魂神社にある井原西鶴の像

　

昨
年
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
ほ

か
数
多
く
の
映
画
賞
を
総
ナ
メ
に

し
た
大
ヒ
ッ
ト
作
『
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ

Ｓ　

三
丁
目
の
夕
日
』
の
続
編
で

す
。
こ
の
映
画
で
昭
和
30
年
代
の

日
本
の
世
相
や
社
会
が
一
躍
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
書
籍
や
写

真
集
、
グ
ッ
ズ
が
ち
ょ
っ
と
し
た

ブ
ー
ム
に
な
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
映
画
で
は
、
前
作
の

舞
台
設
定
か
ら
４
か
月
後
、
昭
和

34
年
春
の
夕
日
町
三
丁
目
に
住
む

人
々
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
Ｖ
Ｆ
Ｘ
技
術
に

よ
り
シ
ン
ボ
ル
の
東
京
タ
ワ
ー
を

は
じ
め
、
東
京
駅
、
羽
田
空

港
、
日
本
橋
が
画
面
い
っ
ぱ

い
に
登
場
。
ま
た
、
当
時
開
通
し

た
東
海
道
新
幹
線「
こ
だ
ま
」も
リ

ア
ル
に
再
現
さ
れ
、
情
緒
あ
ふ
れ

る
風
情
で
物
語
を
引
き
立
て
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ス
ト
は
前
作
に
引
き

続
き
吉
岡
秀
隆
、堤
真
一
、小
雪
、

薬
師
丸
ひ
ろ
子
、
堀
北
真
希
ら
の

面
々
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
34
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
決
定
し
、
日
本
で
は

高
度
経
済
成
長
期
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
前
作
で
、
黙
っ

て
去
っ
た
ヒ
ロ
ミ（
小
雪
）を
思
い

続
け
な
が
ら
淳
之
介
（
須

賀
健
太
）
と
暮
ら
す
茶
川

（
吉
岡
秀
隆
）
の
も
と

に
、
実
父
が
再
び
淳
之
介

を
連
れ
戻
し
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ヒ
ロ
ミ
と
の
関

係
は
ど
う
な
る
の
や
ら
。

上
映
時
間
約
２
時
間
20
分

あ
ま
り
。
さ
あ
、
昭
和
30

年
代
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に

た
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

冒
頭
の
シ
ー
ン
で
、
ゴ

ジ
ラ
が
登
場
し
ま
す
が
、

こ
の
ゴ
ジ
ラ
の
出
来
ば
え

が
出
色
で
す
。
こ
れ
も
見

ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。
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河
内
平
野
の
東
南
部
に
位
置

す
る
柏
原
市
は
古
代
か
ら
歴
史

の
舞
台
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

資
料
館
で
は
、
市
内
の
古
墳
や

古
代
寺
院
跡
な
ど
の
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料
や
、
近

世
の
柏
原
村
を
語
る
古
文
書

類
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
民

俗
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
柏
原
地
域
が
ぶ
ど

園
に
し
た
も
の
で
す
。
遊
歩
道

に
沿
っ
て
横
穴
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
付
近
に
は
約

２
０
０
基
の
横
穴
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
高

井
田
山
古
墳
は
薄
い
板
石
を
積

み
上
げ
て
造
ら
れ
た
横
穴
式
石

室
を
も
つ
古
墳
で
、
５
世
紀
の

終
わ
り
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
と
い

い
ま
す
。

う
の
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ぶ
ど
う
酒
づ
く
り
の
用
具
、
器

材
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
常

設
展
と
と
も
に
、
年
に
４
～
５

回
の
企
画
展
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
に
隣
接
し
て
、

史
跡
高
井
田
横
穴
公
園
が
あ
り

ま
す
。
広
大
な
丘
陵
公
園
は
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

高
井
田
横
穴
群
を
整
備
し
て
公

　

高
井
田
古
墳
群
に
は
、
鋭
い

道
具
で
描
か
れ
た
壁
画
（
線
刻

壁
画
）
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

に
27
基
の
横
穴
で
壁
画
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
中
で
最
も
有
名

な
の
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
形
の
船
に

乗
る
人
物
の
壁
画
で
す
。
ま
た

横
穴
群
か
ら
出
土
し
た
珍
し
い

「
古
代
の
ア
イ
ロ
ン
」
が
資
料

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
大
な
古
代
史
跡

「
高
井
田
横
穴
群
」も
隣
接

ミュージアムメモ

▼ 所在地／〒582-0015柏原市高井田
1598-１ ▼入館料／無料 ▼開館時間／午
前９時30分～午後４時30分 ▼休館日／月
曜日、年末年始 ▼交通／JR大和路線高
井田駅から徒歩５分 ▼ 問い合わせ／
0729-76-3430

柏原市
歴史資料館
（大阪府柏原市）

　2002年８月、文化庁の近代遺跡調査
等検討会（会長・鳥海靖中央大教授）
が、将来の国指定史跡もふくめて選定
をすすめてきた、軍事にかんする近代
遺跡（戦争遺跡）の詳細調査対象遺跡
・50件を明らかにしました。そのひと
つが大阪府北部、高槻・茨木の地下壕
群です。茨木市では安威地域に「大阪
警備府軍需部安威倉庫」跡（通称・安

威地下トンネル）があります。
この安威地下トンネルは人々
の生活域に残された巨大な軍事施設跡
です。1944年秋から掘削工事が始ま
り、敷地30万平方メートルに、海軍省
事務所・倉庫・兵舎・熊谷組事務所・
朝鮮人宿舎などが建ち並びました。
イ、ロ、ハの三地区からなり、トンネ
ルは奥行き約100メートルもあったと
いいます。イ地区は熊谷組が海軍から
請け負い、ロ地区は海軍が直接工事を
行い、多くの朝鮮人を使役しました。

「ALWAYS　続・三丁目の夕日」

善人なおもて
往生をとぐ

いわんや悪人をや
親鸞「歎

たんにしょう

異抄」

やせがえる
負けるな一茶
ここにあり
小林 一茶

地
下
ト
ン
ネ
ル
の
現
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

す
る
大
阪
機
関
紙
協
会
の
平
和
ツ
ア
ー

安威地下　
トンネル跡
（茨木市）

大阪府下では貴重な古代史跡に隣接した資料館

大阪市
天王寺区（ ）

前作を見てから続編を見ると
わかりやすくおすすめです　


